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王族 と Agnihotra 


販 本 (6 妥 藤 ) 純 子 


1. Srauta 祭 式 中 最も 人 Ai は , 毎日 没 ・ 日 昇 時 に Garhapatya 祭 火 で 
熱し た 牛乳 を Ahavaniya 祭 火 に 貢 ず る 儀礼 で , Srauta 祭 火 設置 者 Ahitmgmi に 不可 
欠 の 義務 と され る . 現世 に お ける 子孫 ・ 家 益 の 繁栄 と , 自ら が 人 死後 天界 に 達し 再 
死 (py た) を 人 逃れ 不死 . (Zzz-) を 得る と いう 三重 の 目的 を 持つ .。 日 常 的 で 
ある と 同時 に , 不死 と いう 究極 目的 を 叶え る 祭 式 と し て 特別 な 重要 性 を も ち , ブフ 
ラー フ マ ナ (br.) か ら ウ パニ シャ ッ ド へ の 思想 展開 に お いて 中 核 的 役割 を 果たし . 
た . 一 般 に 古 層 br, で は , 祭 火 設置 者 は 学識 ある バラ モン で , 祭 主 兼 祭 官 と し て . 
自ら Agnihotra を 献 供する (Oz2) と いう 前 提 の も と に 記述 され て いる . 他 の 祭 
式 と 異な り y/ の 語 が 用 いら れず , 語尾 に よる 祭 主 と 祭 官 と の 区 別 が で き な い : 
ye-7 「 祭 官 と し て (他人 の 為 に ) 祭る 」:: ge | 祭 主 と し て 祭る 」。 準備 と し て . 
の 潔 斎 (zzvexz4.4 が ks4) を 欠き , 夕 , 朝 , 夕 ー と 繰り 返さ れる 献 供 の 間 , wo な 
[ 祭 主 と し て の 貴 務 | を 途切れ る こと な く 守 0 続け る こと が 要求 され る .  。 。 

祭 火 設置 者 ( 祭 主 ) が 王族 の 場合 王家 に 常住 する バラ モン 祭 官 が 獣 供し た と 
想定 され る (ご 4.). 奇妙 な と と に , 王族 に Agnihota の 評 供 を 禁止 な いし 制限 す 
る 規定 が br. 文献 最 古 層 の Maitrayani Samhita (MS) [1. Agnihotra. 2. 宗 火 設置 祭 」, 
Kathaka- (KS) お よび Kapisthala-Katha-Samhita (KpS) の 各 散 文 に 見 ら れる . 年 代 
の 下る Srautasutra で は , Maitrayaniya 派 の IManava-Srautasutra (ManSrSa) の 他 に , 
所 属 学派 の br. に 対応 記述 を 欠く (4.) 新 Taittiriya 派 の Apastamba- (ApSrSn) 
よ ひ ES -Srautasntra RW に も 同様 の 条 条 順 が 現れ る MM が n 1 
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2.1. 王族 の Agnihotra を 最も 熱心 に 論ずる の は MS で あり , 祭 火 設置 祭 と Agni- 
hotia の 2 苗 で 異な る 説明 を 与え て いる . 両 所 に 共通 する 7/ozw4 
が 7777774K2AAV777777777797 と の / 詞 6 計 // の 7241797//』 / 7 の 25 の 77@ | 王族 の 者 の Agnihotra は 貢 供 き 
れる べき か ? 献 供 さ れる べき で な いか ?2』 と [バラ モン 学者 達 は 」 考察 し て いる ] 
か ら は , こと の 議論 が MS 成立 期 に 重要 課題 で あっ た 様子 が 蝶 え る . Veda 祭 式 が 組 
織 化 され 祭 式 文献 が 成立 し つつ あっ た この 時 代 , 王族 に 対し バラ モン は 複雑 な 心 
情 を 抱い て いた と 推測 され る . 祭 式 の た め だ 王 族 は バラ モン を , 祭 官報 酬 の た め 
に バラ モン は 王族 を 必要 と し , 相互 依存 関係 に ある 一 方 で , 社会 の 支配 権 と 経済 
的 利益 を 巡り 緊張 し た 競合 関係 が 存在 し て い ぃ た. 部 族 社会 か ら 王国 へ の 発展 に 伴 
い 。 王権 強化 に 比例 し て バラ モン の 勢力 が 低下 し , 武力 に より 抑圧 され , 和牛 等 の 
財 を 強奪 され , 服従 を 強い られ た バラ モン 側が 王族 に 憎悪 や 敵意 を 抱い て ぃ た 様 
子 が AV の ー 連 の 呪 衣 の 歌 . (V 18: 19 等 ) か ら 負 え る , さら に , 聖職 者 と し て の 特 
殊 能 力 と 特権 ( 祭 式 に よる 全 宇 宙 の 支配 , 不死 へ の 到達 ) さえ ゃ 王族 に 脅かさ れる こ 
と へ の 人 危 恨 が , 王族 の Agnihotra を 禁止 する 動機 し を な っ た こと が , MS か ら 読 み 取 
2.2. MS1I6.7:126.17-127.4 [Agnihotra] 7oawd / の dyge カ 7 が 2297" 277//27774407 ん 7/ 計 (4 
時 777772777Y77.777 朋 727777 休 477 島 V7 六 77 妥 7777 人 627/77749 昌 277/ 往 の 度 20 衣 02777747277/ 放 2777727/747277/ 麻 977274 り 生計 17 7/// 
_ 27 が 7 (Ed. SCHROEDER deg). 7 が が 7 57 の 7779 の 7 が oO が 7 0077VY97. 
時 7// 生 77 あ 2740277/ 有 71777/ の 7827/ 2777 p/77/ 記 7774 じ 777/ 条 夫 7A77/777 太り 27777/7777777 人 0774779/7 の (74ML2/// 用 777//0 
が 477p25Y2e7779 77747 747ens. 77 の 777 eV の 777O が の 7 72VZ7 776 17 7 の 7 7 の 
sn 4 ce の e7 7 が yy の 2 oe が. が 5 の 7 の 7 王族 の 者 の ? Agnihotra は 献 供 さ れる べき 
か ? 献 供 きれ る べき で な いか ?] と [バラ モン 学者 達 は ] 考察 (検討 ) し て いる . 王 
族 の 者 で ある な ら ば , この 者 は , いわ ば 生肉 を 食う 者 な の だ . この 者 は , 祭 式 (Goj ヵ Z-) 
に 不適 切な , 供 儀 (eo-) に 不適 切な こと を 多く 行う の だ . 食物 な ら ざ る も の を 食べ 
る . バラ モン か ら 強 春 す る . それ 政 , 王族 の 者 の Agnihotra は 献 供 さ れる べき で は な いも 
の だ . Agnihotra は 理 法 (2-) を , 真実 (szn2-) を 支配 (管轄 ) する の だ ?. バラ モン が 
理 法 を , 真実 を 支配 (管轄 ) する 7. そ れ 故 バラ モン の ? [Asnihote] だ けが 机 供 きれ 
る べき で ある . 他方 また , [ 祭 火 を 設置 し た 王族 の 者 は ] 他 な ら ぬ パラ モン に , 彼 の 家 で 
最初 に [食事 を ] 供 す べ き で ある . それ に より , 彼 の ? Asnihotra が まさ し く 献 供 さ れ た 
こと に な る . 他方 また , も し 【[ 祭 火 を 設置 し た 王族 の 者 が ], 理 法 の 如き を , 真実 の 如き 
を 行う [の を 常 と する ] な ら ば , 彼 の ? [Agnihora は ] 献 供 さ れる べき で ある . [ 祭 式 の ] 
継続 の た め に . “ 「 
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ここ で は 王族 へ の 反感 。 工 視 , 警戒 心 が 端 的 に 示さ れ , 戦闘 ・ 略 槍 ・ 層 征 を 本 
業 と する 王族 は 野 論 な 行為 の 故に Agnihotra か ら 全 面 的 に 排除 きれ る . Agnihotra 
は 7 が -「 宇 宙 の 理 法 ], sz- | 真実] を 支配 する 祭 式 で あり , バラ モン の み が 両 
者 を 司る 資格 を も つか ら で あ る (ご 注 4. も し 王族 が Agnil otra を 貢 供 し 理 法 と 
真実 を 支配 する よう に な れ ば 全て の 秩序 が 月 凛 す る で あろ う . た だ し 理 法 と 真実 
に 従う 王族 は バラ モン と 同列 に 扱わ れ Agnihotra を 許さ れる . と ころ で Agnihotra 
の 本 質 は , 日 没 ・ 日 昇 時 (1 日 2 度 の 食事 時 ) に , 人 より 先 に 祭 火 に 食物 (牛乳 が 
その 代表 ) を 捧げ る こと で ある . 他方 , バラ モン は | 神 で ある 人 間 ]」 と し て 祭 火 
と 同一 視 さ れる . そこ で 祭 火 の 代 わり に バラ モン に 朝夕 自分 の 家 で 最初 に 食事 を 
捧げ る こと が Agnihotra の 代用 と な る . バラ モン を 神 了 代 し | 本 ぎ , 
理 法 と 真実 の 支配 権 を 独占 し よう と する 意図 が 見 られ る . 
2.3. 祭 火 設置 祭 の 章 で は , Deva 対 Asura の 戦争 の 最 中 に Indra が 戦場 か ら 間 れ 
ひと り 自 分 の た め に 祭 火 を 設置 し Agnihora を 責 供 する エピ ソー ド が 語 首 ど れる 8 
MS 1 6.1 0:10243-1084 [ 祭 火 設置 祭 ] の erg7* C の P 577 6 の 277/Ab77777】 あみ 記 5 7 1722 の 

7777 77. 76 の ev g の 7 の gn go evg5 の 877777 8O の 772770 7 が 7 8 の 7GP7777 の の //24AALZ 

が 9 時 /77/77///77 人 72747 才 77//// 作 /( の /eyyg77777. 76 の zzvg7. の の ev 7 の 7 太 77 Cg 7747472 太 性 77777///77777 ル 274 
7 の ) yg の sg の 7 eg7 廊 o が の 7 の 7 娘 e777. ye 2 の 767 7 の の 7 人 29JZ9777o が 7 700- 
gy が 2. の mr ev の 6 ん 7 cg ん g7 の 7 の の 77 が の 777 廊 L277 多 77/777772 人 5 し 777 信 27277// MA 4 の 977577 の 476 77 

7 の ygsy の eo か の (Ed..SCHROEDER は 次 の /oavwg77 の 後 で 文 を 区 メ 切 る ) od77 
' / の の 7yd5) の 7 廊 o7997 6 og277 7 が 7 277 の 5d776. J の の 7 の の 7 777492777/ MM J の 7 の 7 97032 

7 4@7 の 0 1 訪 7 の V の 767. /207277777477 9@779VG51P 2 127 作 /4277/ Ao7gyd 7 が 0 2g7POS 人 Mg が 「 V- 

(977774477 人 ん) (Ed. SCHROEDER 27 eggyyg が ) 『. / ら 77yP の 7 の 7 が 5 Sd の 7777 7 の 7 の 7 2777777777 477977777777/ pkgya- 
7 が. Deva 達 と Asura 送 と が 戦陣 を 構え て 向かい 合っ て いた ", 一 方 で , Indra は [ 自 ら の ] 

祭 火 を 設置 し た . そこ で Dew 達 は 恐れ た : 「 ま さ に あちら で , あの 者 (jndrm) が [自分 

の ] 祭 火 を 守護 し つつ , [自分 の ] Agnihotra を 守護 し な が ら , [ 祭 火 と Agmihotra を ] 支配 

する ? こと に な ろう .(fut).9 が われ われ の も と へ と は . (奉仕 に ) 来 な いで あろ う (fut). 

[Asura た ち が 」 我々 を 打ち 負かす こと に 7 のり (ft)」 と . 彼ら (Deva 達 ) は 「mdra に ] 

言っ た :「 た と え 君 が 何 を し よう と も (subj. ptes:) . 0 の 君 が 打ち 倒 そ うと する に と (subj. 

pres.) ", 君 が 奪 い 取 ろう と する こ と (subj pres) ", 9 君 が 自分 の た め に 見 つけ 出 そ う . 』 手 

00 う )。 と ある 6 (pb pres) それ を 君 の Agnihotra と 我々 ! は する (nd. pres.). 

だ か ら , LAsura 補 の の 戦場 に 」 行け 」. 彼 は [戦場 に ] 来 た だ (Aa の の だ それ 故 王族 

の Agnihotra は 責 供 され る べき で は な いも の だ . た と え 何 を この 者 (王族 ) が 為す と も, 

[ 彼 が ] 打ち 倒す こと , [ 彼 が ] 奪い 取る こと, [ 彼 が ] 自分 の た め に 見 つけ 出す ( 手 に 入 
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れる ) こと , 人 々 が 当 の 者 に 服従 する と と , それ が 王族 に と っ て の Agnihotra で ある か ら . 
間 Agnihotra は 肖 供 され る べき か ? 献 供 さ きれ る べき で な いか ?| と [バラ モン 学者 
達 は ] 考察 し て いる . も し (一 旦 ) 献じ た 後 で (継続 し て ) 献じ な けれ ば , 祭 式 を 断 
する と と に な ろう " : [ 祭 主 は ] 打ち 負 か さ れる か ”"。 ある い は 衰 滅する と と に な ろう . 満 
月 の 夜 ま た は 期 の 夜 に 際 し て (その 日 没 と 日 の 出 に ) 献 供 さ れる べき で ある . 他方 また , 
Agnyupasthana ( 拝 火 の マ ント ラ ) を [毎日 , 祭 官 が 」 唱え させ られ る べき で ある それ 
に より , 彼 の 新 月 祭 と 満月 祭 と は , 張り 繋が れ , 断絶 まれ て ら な いも の と な る . 。 
Deva 達 は 英雄 Indra の 武力 の 助け な し に は 勝利 で き な い . Indra が 単独 で 祭 火 を 
設置 し . 自ら 朝夕 の Agnihora を 責 じ る と いう こと は , 日 常 的 に 宗教 的 責務 
(yg な 7-) を 守り 武力 行使 を し な いこ と , 同時 に , 祭 式 の た め に も は や Deva 遅 を 
必要 と し な いこ と と を 意味 する . Deva 達 は 慌て て Indra と 取引 し , 彼 の 努め で ある 
戦闘 ・ 略 礁 等 の 行為 全て を Agnihotra と 等 価値 と 見 な す 約 束 を する .. この 神話 に 
基づき , 王族 の 為す 戦闘 略 春 , 統治 等 の 行為 は を れ だ け で Agnihotra に 等 し く , 
Agnihotra を 献 供する 必要 が な いと され る . こと に は , Indra に 象徴 され る 王族 が 
バラ 乱 < に 奉仕 す る 戦士 階級 と し て の 役目 を 放棄 し , Deva 達 に 象徴 され る バラ モ 
ン が 聖職 者 と し て の 存在 意義 と 命令 権 を 失う とこ と へ の 私 れ が 示さ れ て いる . な お 
文法 的 に は subjunctive と future の 使い 分 けが 興味 深い (> 注 7)。 っ 
も 学者 達 が 議論 し て いる の は , 王族 の Agnihoa- その も の の 是非 で は な 
内 の 郊 生 で 衝 る . 祭 火 を 設置 し た 者 は 終生 その 祭 火 を 祭り 続け る 義務 を 負 
. 中 断 す れ ば , 守 式 の 果報 を 失 3 の みな ら ず , 厄 炎 が も た ら さ れる . fws こ で 新 
0 人 な 滴 月 祭 の 時 だ け Agnihotra を 貢 供 する 一 方 , 毎日 の . Agnyupasl fana” [ 祭 火 の 
傍ら に 立ち 祭 火 を 讃え る マン トラ を 唱え か ける こ と | が 要求 きれ る . 文中 の 使役 
形 uczw7gppy は 祭 主 自身 で は な く , 祭 官 が 唱え る こと を 示す (っ 2.4.). 
3. KS と KpS の 記述 は 一 部 の 語順 を 除き 同一 で , Agnihotma 章 中 に 現れ る : 
KS MI 6: 6010 間 に 2 間野 /778227777757A4577377777177477// 9 の dVW の DO が 7 5 777。 の 77 7 の が 衝 人 27702 
2757 で の 777777 77PO9) の 777 で 7 5/77/774 の 7 7e 7 の 77772 gO7 の 7 (NAVATHE go/@L 7770 。 (は, 説 呉 り ) . 
MM277AM 2 が 77 7 り //7/774277 計 7740 ハ リク oggdgre ga の 27477 本 0708777 の / の 277 g79 vg 7 の / 
47o77. 77 の gy の SV の の の 77 6y7 の 7 の Mgvg が が. ニ ー = KpS IV 5 7: 3 ] ら 1 り が bymgp の 2g7e 9 の g7 
(Ed RAGHU ViRA 51 n.6 "KS. Duts the enclitic の の after /Z7/。 its right position in the sen- 
ience.”) 王族 の 者 に は Agnihotra が な い . 彼 (王族 の 者 ) は wog/g-「 祭 主として の 責務 ] 
を 保持 せ ず , 打ち 倒す (殺す ) か ら . wgg-「 祭 主として の 責務 | を 切断 し て は な ら な い . 
満月 の 夜 と 期 の 夜 ( 各 日 没 直後 と 日 昇 直前 ) に 献 供 す べ き で ある . その 二 夜 は wq-「 祭 
主として の 責務 ] を 守る か ら . [Agnihora を ] 献 供し な い 日 々 に は 彼 の 家 で 最初 に バラ モ 
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ン に [食事 を ] 供 き ね ば な ら な い . バラ モン が 祭 火 な の だ . 他 な ら ぬ 祭 火 に それ を 献 ず 
る と と に な る . 彼 に より 味わわ れ た それ が , |[ 祭 火 に ] 祭り 捧げ られ た (VAdj. な vw の ) も 
の と な る . [ 〔 [ 

ここ で は 「 祭 式 の 継続 | で は な ぐ #Vi の 維 続 が 論点 と な る . 新 満月 祭 の 
Upavasatha で ある 満月 と 期 の 夜 は 王族 も Vrata を 守る 故に Agnihotra を 許さ れる . 
4. 以上 の 諸 文 献 は 基本 的 に 一 致し な が ら も 次 の 諸点 で 相違 する ( つ 1. 対 昭 表 ) : 
]) 王族 へ の 態度 , 2) 期 望 の 夜 (日 滋 直 後 と 日 昇 直前 ) の 献 供 ,3) 有 徳 な 王族 の 
例外 , 4) Asnihotra の 代替 行為 。 何れ に せよ , 毎日 朝夕 , 自分 の 家 で バラ モン に 
最初 に 食事 を 供する と と も , Agnyupasthana を 祭 官 に 唱え させ る と と も , 祭 火 を 
設置 し た 王族 の 家 に バラ モン 祭 官 が 常住 し て いた こと を 前 提 と する (っ 1.). また 
祭 火 設置 者 と し て は 平民 Vaisya は 問題 に きれ て いな ぃ い . 

注目 きれ る の は , 王族 に Agpnihotra を 禁止 ・ 制 限 し て も , 祭 火 設 置 自 体 は 許し 

て いる 点 で ある . Rajasnya。 Vajapeya, Asvamedha な ど 王 位 に 関わ る 儀礼 は も と よ 
り , 通常 の ソー マ 祭 も 定期 的 な 層 牲 祭 ・ 尊 物 祭 も , 武力 に より 富 を 集中 し た 王族 
が 祭 火 を 設置 し 祭 主 と し て 挙行 し な けれ ば , バラ モン は 十分 な 祭 官報 酬 を 得る こ 
と が で き な い . バラ モン と し て は , 祭 式 の パト ロン と し て 王族 に 祭 火 を 設置 させ , 
王家 に 住み 込み , 頻繁 に 祭 式 を 挙行 させ た い . 一 方 で , 王族 が 宗教 行為 に お いて 
も バ ラモン を し , その 存在 意義 を 脅かす こと を 恐れ た . 就 中 Agnihotra と Sat- 
tra と は , 究極 目的 た る g が 777- 不死] 即ち 死後 天界 に 達し そこ で の 再 死 
(pg の 77/7 が 2) を 免れ る こと と, を 実現 する 特別 な 力 を 持つ と ER バラ モ 
ン 達 の 独占 へ の 意欲 が 強かっ た !. この よう な 二 律 背 反 する 要請 が , 祭 火 設置 を 
許し , 他 の 祭 式 を 奨励 する 一 方 で , Agnihotra を 禁止 ・ 制 限 す 昌 と な っ た も の 
と 考え られ る . 

MS, KS, KpS より 新 し 1 い Taittimya-Samhita 以降 の br か ら は この 禁止 ・ 人 制限 条 
項 が 姿 を 消す . Maitrayaniya 派 を 初め と する 黒 Yajurveda 保守 派 が 王族 を 警戒 し バ 
ラモン 階級 の 優越 を 守 ろ うと 努め る の に 対し , より 進歩 的 な Taittiriya 派 は , 複雑 

な 祭 式 体系 を 整備 し て 積極 的 に 王族 を 祭 式 に 取 り 込 み , 就 中 ソー マ 祭 を で きる だ 
け 多 く 実 行 させ て 祭 官報 酬 を 増し , 王族 の 発展 に 乗じ て バラ モン の 隆盛 を 図 ろ う 
と する . 王族 へ の Agnihotra の 禁止 ・ AR この よう な 時 代 潮 流 の 現 
れ と 考え られ る . - 本 
5. Srautasutra で は , Man-, Ap-, HirSrSn の 何れ で も パラ モエ ン へ の 食物 提供 ヵ 
ら | 自宅 で , 最初 に ] と いう 条件 が 撤廃 な いし し 緩和 きれ る . sAp., 貞 台 で は ソー マ 
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祭 を 挙行 し た 者 に Agnihotra を 許す と いう 条項 が 加わ り , Agnihotra の 貢 供 資格 を 
交換 条件 に , 王族 に ソー マ 祭 を 奨励 し よう 佑 す る 新 Taittiriya 派 の 意図 が 響 える . 
奇妙 な こと に , M 派 に 属す る Man. の 記述 が 最 も 簡単 で あり , 新 T 派 の Ap. と 
Hir. が 相互 に 相違 し つつ も , より よく MS と 対応 する (つっ 1. 対 表 ) : 
ManSrSi 1 6.1.54 [Agnihotra] 7 の dy の e777o が g77 77727 た Z5D2 7 の 2. dP 77g725Y の . の ん た - 
刀 太 Cg 7 が 7 が の 7g2 の の の の の 王族 の Agnihotra は , [その 者 が ] 道義 (7 み 7ze-) に 則っ 
て いる な ら ば , 常に [行わ れる ]. そう で な い 者 の [Agnihotra 6 は ] 期 と 学 の 時 (pgrvg7-) 
[だ け ] に . また 食物 を 常に バラ モン に 与え ん る べき で ある . 「 
ApSrSun VI 15.10-13 [Asnihotra] 10. 7z 7 妨 gngyyd 27. 11 og ん Z7e ge の no が gg- 
7 の の 7777777 の en の /g2 の yy 9 7/77472774 12. 2277 957 の の 577272772 vacgyZ4gVPo な 13. 
JO PV SO7 が 4 の 77 vo の PC777 7yJd 77717 た ) 祭 官 は ] 王族 の [Acuihetel を ] 貢 供 し て は な 
ら な い . 11. [Asnihotra の ] 献 供 の 時 刻 に 家 か ら バ ラモン へ 食物 を 送り 遣わ すべ き で ある , 
それ に より , また , つま り , 代 CNlNI0UNG EAI 人 
族 に より ] 常に Asnyupasthana” を 唱え させ られ る べき で ある . 13. 或 い は も し その 者 が 
ジー デーツ を 全う 。 真実 を 香る 者 で ある な ら ば ぱ , [ 祭 官 は ] その 者 の [Asnihotra を ] 献 供 す 
べき で ある . | 生生 
HirSrSn III 19 (Ed. Anandasrama 1 357) [Asnihotra] Pry77 し の case が の が の 0040 
977/7 の 7e.| 7 7 yr 77e 77777 太ら 6, 97 が か 2777 リ 7 人 7 の 72777, 77 の 777 9P の 9- 
7 が o が 7 の pg が が Pd 77977 sg の 7 7 の VM の 77 が 997 so が 6 の vv の 7 77yY7 ygde777o が 7 727pG7 期 
- と 望 の 時 に 王族 の Agnihotra を [ 祭 官 は ] 貢 供 すべ き で ある . その 間 の 時 に は [ 貢 供 すべ 
き で ] な い . し か し , も し 彼 の 家 で 食物 が 作ら れ , [ 彼 の 家 の 人 々 が ] そこ ( 家 ) か ら バ 
ラモン に 先ず 第 一 に (zzrgy) も た ら す な ら ば , その 場合 , 彼 の Asnihotra が 献 供 さ れ 
た も の と な る . も し , 理 法 ・ 真 実 の 如き を 言っ て お り , ソー マ 祭 に より 祭 主 と し て 祭っ 
た こと が ある 者 が あれ ば , 常に [その 王族 の 」 Agnihotra を 貢 供 すべ き で ある . 
6. 比較 的 新しい Aitareya-, Satapatha-, Jaiminiya- 等 の Br. で は , Agnihotra に 関 
する 哲学 的 考察 が 発達 し , 王族 が 議論 に 参加 する 場面 も 見 られ る . その 代表 例 が 
Janaka 王 の 五 火 説 (SB XI6.2) で ある 2 王族 が 思 弁 哲学 に 関与 する 傾向 は 
Up. に な る と 一 層 強 まり 、 非 パフ モン 階級 出身 者 で ある 自由 財 想 家 の 徐 出 を 招く 
に 駐 る . 


1) Agnihotra は Agnyupasthana (一 2.3., 注 9) と 対 を 成す 古い 拝 火 儀 礼 に , 光 (re が な -) / 
を 媒介 と する 火 と 太陽 と の 等 民 に より , 太陽 上 拝 儀礼 が 結び つい た も の と 推測 され る . 

2) 通常 srdv. の 行為 者 は gen. で 示さ れる が , この gsen. は /o/gvyg の 行為 者 で は な く , 
nom. ge7 訪 が の 7 の 帰属 を 示す (一 5. ApSrSa VI 15.10: HirSrSu II 7.19). 「 祭 式 が 誰 ( 祭 
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主 ) に 属す る か 」 に より | その 祭 式 の 果報 (sy が - つ 注 11) の 所 有 者 ] が 決ま る . 
3) MrrTwgpE 64: CALAND KISchr. 243. ApSrSun VI 15.10 訳注 : BopEwiTz 116. 118 nm.8 に 従 
う . MS II12:2.18 27077/】 2777】 参照 ' 「 生 放 
4) zz 罰 -z 構文 :nom./acc.se.nt. 7 (省略 避 ) よ り [て を 支配 する (に 至る ). 
管轄 する , 権限 を 持つ 」 を 意味 す る -: K.HOFFMANN Aufsatze zur Indoiranistik 557-550) 
より 一 般 的 に は T.GoTO Gs.Schindler (1999) 137E, Orient 39 (2004) 141 38 参照 

DELBROCK 42, KRick 420F, BoDEwrTz 117, Diss. Kyoko SAkAMoTo (AMANO) Freiburs 2001 
の 訳 で は 考慮 きれ て いな い . 
5) Indra の 祭 火 設置 と Asnihotra 責 侯 の 話 は 」 筆者 の 調べ た 限り 他 に パラ レル が 無い . 
6) 所 主 antithetischer Akzent に より 接続 さ れ て いる 文 が 頻出 する . 
7) 未来 に 関わ る 事柄 の 表現 に , futnre, subjunctive pres.。 indicative pres. 夫 い 分 けら 
れ て いる . [fc:] 主語 な いし 話 者 の 意志 を 超え た , 未来 に 関す る 推測 ・ ・ 運 命 
- [subij.:| 主語 ( 話 者 で は な い ) の 意志 , 意志 に よる 未来 の 決定 ( 副 文 ) ll 時間 に 関 
わら ず , 常に 効力 を も つ 事 柄 . fut. と subj. の 使い 分 け の 例 と し て , 後藤 敏文 新 資料 
Vadhula-Anvakhyana の 伝え る 『Purnravas と Urvasi』 物語 ] (神子 上 教授 記念 論集 , 2004 
a 845- -868) 856f:1.3. 参照 . DELBROck 320. KRICk 420f. Diss. K. SAKAMOTO (AMANo) は 当 
ーー 訪 bi を 単純 末 来 と し て , BopEwITz 117 は 現在 形 で 訳す 、  。 
貞 ApSrSn VI 15.12 ( 一 5.) : cf DELBROck 105. 226. MrrTwEpE 58. BODEWITZ 118 n. 敵 
Agnyupasthana 執行 は 文脈 上 不可 欠 で あり , KRick 421 Anm. 1129『 太 1276 Haplographie 
- の 想定 は 不可 ii 
9) 通常 は 夜 だ け , M 派 の み 早 朝 (日 の 出前 ) に も 行う (MS15.7:75.5ff: ManSrSu 1 
6.2.17E:VarSrSn15.4.18 寿 ). 起源 に つい て は … 注 1. 
10) DuMoNT L'Agnihotra 87 0 uu: le sacrifice de 1 agnihotra chaque Jour …… Mi un 
brahmane ou pour un vaisya… は 誤り . 平民 の 祭 火 設置 は MS・KS の 発展 段階 で 後に 
_ 込ま れ た ゃ も の と 思わ れる . 
11) Sara は 最後 まで バラ モン だ け に 参加 が 許さ れ た . MS 『W6 6:123 ]8f ょ れ ば 多 く 
の 祭 式 の 他 に Asnihotra や Sattra を 行っ た バラ モン の み が 不 滅 の 46-「 祭 式 と 布 
施 の 効力 ] を 得 て 再 死 を 免れ 得る . 再 死 ・ 不 死 と /xzy46- に つい て は 筆者 Indoarisch. 
Iranisch und die Indogermanistik (Wiesbaden 2000) 475-490, 今西 順 吉 記念 論集 862-882 
参照 上 " 
12) 筆者 “Zur eid der ENEISeeNe des KOnies 1 , Akten des 2 Deutschen 
OrieIalialettageo | 1998 (2001) 157ー 0 。 の 7777777// 記 77777/7277877// 7 が g 6 Fs Narten 
(2000) 231-252 参照. ' 
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